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乳房悪性腫瘍例であった．唯一の男性例は17歳の

片側性女性化乳房症の症例で同側に軽度集積をみ

た．乳房にGaが集積する原因として，血中のホ

ルモン1eve1，特にエストロゲンとプロラクチンと

の関与が報告されている．しかし，われわれの症

例でこのホルモン1evelの変化で説明しうるのは

わずか15例中6例にすぎず，Gaの乳房集積には

今まで報告されていない他の因子も関与している

と考えられる．

22．骨スキャンによる骨外性集積例について
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（福井県立・放）

　99mTc一リン酸化合物の骨外性病変部への集積例

が，今日まで多数報告されている．今回われわれ

は，99mTc－MDPによるBone　Scanで，骨外性腫

瘍部への集積例を3例経験したので報告する．

　3例は，未分化細胞癌の肺原発巣へのRI集積

例1例，肺腺癌肝転移の肝転移巣へのRI集積例

1例，肝細胞性肝癌の肝原発巣へのRI集積例1

例である．

　3例とも単純X－Pにて，石灰化陰影を認めな

かった．

　3例のうち，未分化細胞癌の肺原発巣への99mTc－

MDPの集積例，および肺腺癌の肝転移巣への

99mTc－MDPの集積例は，われわれの知るかぎり

初めての報告と思われる．
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23．99mTc・MDPにおけるリンパ系シンチグラフ
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　99mTc－MDPにより，リンパ管が描出されるこ

とは前回報告した．今回は，基礎的検討に，（1）右

手背に皮下注射し，リンパ管が描出されている時

の左右静脈血中RI量を測定し，差が無いことを

確認し，（2）両足背に皮下注射し，その局所のRI

カウントの減少する状態は，広範子宮全摘術後症

例と，それ以外とでは差を認め，その原因は早期

に運ばれるRI量が，広範子宮全摘術後症例で低

下しているためと考えられた．応用として，広範

子宮全摘術後症例で，下肢に軽度の浮腫を認めた

2症例に，両足背に99mTc－MDPおのおの2mCi皮

下注射した．両症例ともに，浮腫を認めた下肢は，

RIの上昇は中途でブロックされ，　RIはリンパ管

外に漏出しているのが認められた．

24．Anti　HA，　Anti　HBcキットの基礎的検討
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　われわれは過去約10か月間，RIA法により・

Anti　HAとAnti　HBcを測定してきた．今回はそ

のkitの基礎的検討について報告した．

　結論（1）Intra－assay　variance：Anti　HAのCV

はおのおの0．8，4．4％，Anti　HBcは1・3，43・8％で
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